
※上弦、下弦は半月です。
※天王星は肉眼では見えません。
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1月   2月の星空

Ⓒ 松本零士／郡山市

１月・２月の主な天文現象

月と火星が接近

水星が東方最大離角
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しぶんぎ座流星群極大　１/　３

　冬の寒さが本格的となるこの時季は、冬の星座が見ごろを迎えています。冬の星空は、明るく色とりどりの星が多いため、

華やかな印象があります。そのような空で明るく輝く１等星たちを結んでみましょう。まず３つの星を結び、冬の大三角を作る

ことができます。そこからさらに目線を上げて空を広く見ていくと、６つの星からつくる冬のダイヤモンドもできあがります。

このように明るい星を見つけていくと、そこに隠れている星座を見つけることができます。ベテルギウスが輝くオリオン座は、冬を

代表する星座のひとつで、中央にある三つ星が特徴的です。おうし座はアルデバランからおうしの頭にあたるVの字や

背中に輝くプレアデス星団(すばる)を、ふたご座はポルックスとカストルが仲良く並ぶ様子を目印に探すことができます。

　また、これらの星を見ていくと、ベテルギウスは赤色、シリウスは青白い色、カペラは黄色、プロキオンは白色などと色の違いに

気づくのではないでしょうか。夜空に輝く星たちはいろいろな色があり、その色の違いは、それぞれの星

の表面温度にあります。青白い星は１万度以上と温度が高く、白色、黄色と温度が低くなります。赤色は

さらに低く、3000度ほどになります。ぜひ星たちの色という表情も楽しみながら探してみてください。
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